
代表質問では他にも有機農業の推進・ワーカーズ立ち上げ支援・インクルーシブ教育など、
今年特に取組みたい項目を取り上げました。越谷市議会HPより録画をご覧ください。

介護保険料 市民負担重く
　3年ごとに見直される介護保険料が、
2024年4月より基準額月額6,000円（年
額72,000円）となり、月額620
円の増額となりました。
　急速な高齢化に伴い介護
給付費は増大しており、介護

保険料の値上げだけでは介護保険財政
はこれ以上立ち行きません。いざ使いたいときに
誰もが使えるよう、市民への負担増ではなく、国の
負担割合を引き上げるなど、介護保険制度の改善
が求められます。

川口市、さいたま市に続き「ヤード条例」制定
　金属やプラスチックなどの再生資源物を屋外
保管する施設（いわゆる「ヤード」）の規制に関す
る条例が全会一致で可決されました。
　ヤード関連の事業所は市内で26カ所確認され
ており、騒音や振動、火災などを未然に防ぐために
住宅から100メートル離して立地することなどを条
件に許可制とし、無許可営業や虚偽報告をした場
合は罰金となります。施行は7月からとなります。

2月26日から3月18日まで開催された定例市議会では、市
長・教育長から2024年度施政方針や教育行政方針が述べ
られ、当初予算が可決されました。ネットからは会派を代表
して山田ゆう子が代表質問を行ったほか、ネットも提案者や
賛同者となった2件の意見書が可決されました。

越谷市議会
3月定例会報告
越谷市議会
3月定例会報告
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　　　昨年、市独自のケアラー・ヤングケ
アラー実態調査結果が公表され、若年層
では小学生で約18人に1人、中学生で約
45人に1人、高校生では70人に1人がヤン
グケアラーにあてはまると回答があった。
　学校との連携、介護者サロンの担い手育
成、ケアラー支援条例の制定への道筋は。

質問 　　　調査結果は市HPに公表し、調査に協力いた
だいた関係機関にフィードバックし具体的な
支援内容等について検討を進める。
　ケアラー支援条例制定は私の選挙公約で
もあり鋭意取り組んでいきたいが、国の動向と
他自治体の取組を参考にしながら条例制定ま
でのプロセスも含めて検討を進めたい。

答弁

　　　昨年、久喜市では小中学校の防火
設備について不具合が151件あった。越谷
市ではどのように点検を行い、どのくらいの
不具合が確認されているのか。また、その
不具合の改善のめどは。

質問 　　　建築基準法第12条点検により、小
学校9校、中学校10校の計47か所での不
具合を確認している。現在、半数は業者に
見積もりを依頼しており、すべての不具合
について令和6年度中に対応していく。

答弁

　　　昨年9月議会で可決された市民
請願においてサンシティのあり方に関
する審議会設置が決定したが当初予算
に含まれていない理由は。また今後の
進捗は。

質問 　　　令和5年度は審議会の内容につ
いて案を作成した。令和6年度内に人数
や予算を決定する予定。性急に決めるの
では無く、聞き取りや話し合いなどの時
間をかけてすすめたい。

答弁

　「金権腐敗政治を一掃するように
国に意見書の提出を求める請願」が
市民から提案されました。
　大田ちひろが紹介議員として趣旨
説明をし、総務常任委員会では清水泉が賛成討論を
行いました。委員会、本会議では賛成多数で可決さ
れ、本市議会より国へ意見書が提出されました。
　日頃からごまかすことなく確定申告や納税をしてい
る市民からすれば怒りは治まりません。
　国会では政治倫理審査会への出席を求められても
派閥幹部の出席だけで、実態解明にならないあまりの
酷さに自民党に籍を持つ議員の中にも賛成した議員も
いましたが、自民党市議団・公明党市議団・日本維新
の会は反対しました。
　ネットは金権腐敗政治の原因の一つである企業・団
体献金の全面禁止もすべきと考えています。

　現在、日本のジェンダー・ギャップ指数は146ヵ国中
125位、主要7ヵ国で最低です。日本は国連の「女性差
別撤廃条約」には批准していますが、その実効性を高
める「選択議定書」には批准しておらず、権利侵害の
救済を申し立てられる個人通報制度などが使えない
状態が続いています。コロナ禍では、学校の休業や保
育所の休園、非正規職員の雇い止めな
ど、特に女性の雇用や所得に大きな影響
がありました。また、日本の働く女性は、
男性を100％とした場合72.5％しか法的
な保護を受けていない状況があります。
　3月定例会では、山田裕子が提案者となり「女性差
別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見
書」を提出し、大田ちひろも賛成討論に立ちました。自
民党越谷市議団と日本維新の会は反対しましたが、賛
成多数により可決しました。

請願 通った！市民請願！ 意見書
女性の権利を国際基準に裏金問題に市民の怒り沸騰
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